


あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

依
然
と
し
て
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
の
越

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
は
新
し
い
気
持

ち
で
新
年
を
、
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
 

本
市
で
は
こ
こ
数
年
、
国
の
直
轄
事
業
な
ど
で

約
1
千
億
円
の
公
共
投
資
が
実
施
さ
れ
、
安
全
・

安
心
と
交
通
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
い
た
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
各
位
な
ら
び
に
関
係

各
機
関
の
温
か
い
ご
理
解
と
積
極
的
な
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
、
深
い
敬
意
と
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
土
岐
川
の
抜
本
的
な
治
水
対
策

と
し
て
の
河
川
改
修
事
業
や
直
轄
砂
防
事
業
な
ど

に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
実
な
前
進
と
、
東
海
環

状
自
動
車
道
の
東
回
り
ル
ー
ト
の
開
通
に
よ
り
、

利
便
性
が
大
き
く
向
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
進
出
に

よ
り
、
年
間
4
百
数
十
万
人
の
来
客
が
見
込
ま
れ
、

ど
ん
ぶ
り
会
館
と
志
野
・
織
部
の
2
つ
の
道
の
駅

は
、
ど
ち
ら
も
好
評
で
、
合
わ
せ
て
年
間
百
数
十

万
人
の
来
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
濃
南
地
域
活

性
化
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
も
、
予
想
を
越
え
る
年
間
30
万
人
余
の
来
客

が
見
込
ま
れ
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で
あ
り
ま
す
。
 

飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
す
交
流
人
口
の
増
加
は
、

新
し
い
時
代
に
大
変
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
団
塊
世
代
の
退
職
に
よ
る
活
力
あ
る
高
齢

社
会
の
出
現
は
、
国
内
観
光
を
新
た
な
産
業
基
盤

と
す
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
、
そ
こ
に

新
し
い
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま

す
。
 

こ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
知
恵
と
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

今
か
ら
約
4
百
年
前
、
突
如
と
し
て
花
開
い
た

志
野
や
織
部
に
代
表
さ
れ
る
美
濃
桃
山
陶
は
、
わ

が
国
の
陶
芸
史
に
、
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
き
、
東
洋
ル

ネ
サ
ン
ス
の
精
華
と
も
た
た
え
ら
れ
、
私
た
ち
が

胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
文
化
遺
産
で
あ
り
、
そ
の
原

点
こ
そ
、
国
指
定
史
跡
「
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
」
で

あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
世
界
陶
芸
史
上
で
も
画
期
的
な
も
の

と
し
て
「
世
界
文
化
遺
産
」
へ
の
暫
定
登
録
を
要

望
し
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
陶
産
地
と
し
て
「
陶
彫
の
あ
る
街
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
日
本
現
代
陶
彫
展
と
ユ
ー
モ
ア

陶
彫
展
を
積
極
的
に
展
開
し
、
陶
彫
と
い
う
新
し

い
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
つ
つ
、
市
内
各
地
に
優
秀

作
品
を
飾
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年
、

世
界
各
地
で
の
国
際
陶
芸
展
で
、
陶
彫
的
作
品
が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ
る
の
が
多
い
こ
と
に
か



ん
が
み
、
陶
彫
の
原
点
と
も
い
え
る
、
本
市
へ
の

関
心
が
高
ま
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

さ
て
、
冒
頭
で
安
全
・
安
心
と
交
通
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
年
は
、

そ
の
成
果
が
具
体
的
に
進
展
し
、
土
岐
市
の
新
し

い
発
展
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
優
良
大
企
業
の
進
出
が
決
定
す

る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
若
い
世

代
に
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
複
数
の

ス
ク
リ
ー
ン
を
擁
す
る
シ
ネ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
温
浴
施
設
か
ら
な
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
の
進
出
も
大
い
に
期
待
で
き
る
も
の
と

存
じ
ま
す
。
 

最
後
に
、
21
世
紀
中
に
無
く
な
る
も
の
！！
そ
れ

は
石
油
で
あ
り
、
石
油
頼
り
の
近
代
的
生
活
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
破
た
ん
す
る
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
 

私
は
、
そ
の
救
世
主
は
、
ク
リ
ー
ン
な
核
融
合

発
電
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
 

本
市
に
立
地
し
て
お
り
ま
す
自
然
科
学
研
究
機

構
・
核
融
合
科
学
研
究
所
は
、
現
在
、
世
界
最
高

水
準
の
研
究
成
果
を
誇
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
ま
す

ま
す
世
界
の
注
目
を
集
め
ら
れ
る
と
存
じ
ま
す
。
 

年
頭
に
当
た
り
、
所
感
の
一
端
を
述
べ
、
市
民

各
位
か
ら
賜
り
ま
し
た
永
年
の
ご
厚
情
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

清
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
新
た
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

い
ま
、
わ
が
国
の
景
気
は
「
い
ざ
な
ぎ
を
超
え

た
」
な
ど
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
所
得
面

か
ら
家
計
へ
の
波
及
が
少
な
く
、
個
人
消
費
は
伸

び
て
お
ら
ず
、
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
お

り
ま
す
。
 

従
っ
て
、
地
場
産
業
に
も
ま
す
ま
す
不
況
感
が

深
ま
っ
て
お
り
、
土
岐
市
の
財
政
も
厳
し
さ
が
続

き
、
平
成
9
年
度
を
ピ
ー
ク
に
市
税
収
入
は
、
大

き
く
落
ち
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢

化
も
進
ん
で
、
今
年
の
う
ち
に
は
、
土
岐
市
の
人

口
の
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
地
域
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
、
土

岐
市
議
会
と
し
て
は
、
合
併
の
破
た
ん
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
を
真
剣
に

進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
議
長
専
用
運
転
手

の
廃
止
、
議
員
定
数
の
削
減
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
他
の
市
議
会
に
は
負
け
な
い
改
革
で
あ
っ
た

と
自
信
を
も
っ
て
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

時
代
は
い
ま
、
大
き
く
激
し
く
変
ぼ
う
し
て
い

ま
す
。
私
ど
も
は
、
い
つ
ま
で
も
旧
態
依
然
と
し

た
も
の
の
考
え
方
で
は
通
用
し
な
い
と
い
う
認
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
い
じ
め
な
ど
に
見
ら
れ

る
教
育
や
、
産
業
・
街
づ
く
り
、
福
祉
・
医
療
に

係
る
問
題
な
ど
国
や
地
方
の
政
治
、
人
々
の
生
き

方
や
日
常
生
活
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
い
え

る
こ
と
で
、
今
こ
そ
現
実
を
見
据
え
た
思
考
、
意

識
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
昨
年
の
9
月
議
会
に
お
い
て
、
塚
本
市

長
が
今
期
限
り
で
引
退
す
る
旨
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
土
岐
市
政
進
展
の
た
め
、
長
き
に
わ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
塚
本
市
長
の
ご
労
苦
と
数
多
の

功
績
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
加
え
て
参

議
院
議
員
の
選
挙
も
あ
り
ま
す
。
小
泉
劇
場
が
幕

を
閉
じ
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
が
国
が
ど

う
変
わ
る
の
か
、
裏
金
問
題
で
県
政
は
ど
の
よ
う

に
刷
新
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
土
岐
市
政
を
誰

に
託
す
の
か
。
ど
う
ぞ
棄
権
の
な
い
よ
う
、
投
票

と
い
う
権
利
を
行
使
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
 

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 







  ▽
平
成
18
年
度
土
岐
市
一
般
会
計

補
正
予
算
 

▽
同
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
 

▽
同
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
　
 

▽
同
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
 

  ▽
土
岐
市
副
市
長
定
数
条
例
 

▽
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
 

▽
土
岐
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
　
 

▽
土
岐
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
憩
の
家
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
企
業
立
地
促
進
条
例
 

▽
土
岐
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び

殉
職
者
特
別
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
の

一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
 

  ▽
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合

規
約
の
変
更
 

▽
土
岐
川
防
災
ダ
ム
一
部
事
務
組

合
規
約
の
変
更
 

▽
土
岐
市
及
び
瑞
浪
市
休
日
急
病

診
療
所
組
合
規
約
の
変
更
 

▽
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
置
 

▽
土
岐
市
功
労
章
の
授
与
 

▽
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解

す
る
こ
と
 

  ▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
 

  ▽
平
成
17
年
度
土
岐
市
病
院
事
業

会
計
決
算
の
認
定
 

▽
同
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
 

  ▽
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
 

  ▽
土
岐
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

改
正
 

▽
土
岐
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

  ▽
平
成
17
年
度
土
岐
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
 

▽
同
曽
木
地
区
市
有
林
管
理
特
別

会
計
決
算
の
認
定
 

▽
同
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

の
認
定
 

▽
同
交
通
災
害
共
済
特
別
会
計
決

算
の
認
定
 

▽
同
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定
 

▽
同
自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
 

▽
同
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
の

認
定
 

▽
同
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
の

認
定
 

▽
同
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定
 

平
成
18
年
第
5
回
土
岐
市
議

会
定
例
会
で
、
玉
樹
成
三
さ
ん

（
下
石
町
）
に
、
土
岐
市
功
労

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

玉
樹
成
三
さ
ん
（
74
歳
）
は
、

多
年
に
わ
た
り
陶
磁
器
業
界
団

体
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
業
界

組
織
の
強
化
・
育
成
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
業
界
の
振
興

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。
 



2
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）
 

▽
開
会
式
＝
午
前
9
時
15
分
か
ら

文
化
プ
ラ
ザ
・
ル
ナ
ホ
ー
ル
で

開
催
 

▽
閉
会
式
＝
競
技
終
了
後
、同
ホ
ー

ル
で
開
催
 

  
①
一
般
の
部
＝
市
内
在
住
者
で
編

成
（
高
校
生
以
上
、
女
性
混
合

も
可
）
 

②
高
校
の
部
＝
市
内
の
高
校
単
位

ま
た
は
、
市
内
在
住
者
の
市
外

高
校
単
位
で
編
成
 

③
事
業
所
の
部
＝
市
内
の
同
一
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
で
編
成
 

④
中
学
の
部
＝
市
内
の
同
一
中
学

校
単
位
で
編
成
 

⑤
女
子
の
部
＝
市
内
の
高
校
・
中

学
校
単
位
ま
た
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
の
女
子
で
編
成
（
高
校
生

以
上
の
参
加
も
可
）
 

※
こ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
は
オ
ー
プ

ン
参
加
と
な
り
ま
す
。
 

  
監
督
1
人
・
選
手
10
人
（
8
区

間
） 

 
 一

般
お
よ
び
事
業
所
の
部
は
、

1
チ
ー
ム
4
千
円
、
高
校
・
中
学

お
よ
び
女
子
の
部
は
、
1
チ
ー
ム

3
千
円
 

 
 1

月
23
日
（
火
）（
必
着
）
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

詳しくは、税務課資産税係（内線176 ～179 ）へどうぞ。 



◆
対
象 

19
年
度
に
、
進
学
・
就
職
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
母
子
・
寡
婦
家
庭

の
母
親
や
重
度
障
害
の
夫
を
持
つ

方
な
ど
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
で

進
学
・
就
職
さ
せ
る
こ
と
に
困
っ

て
い
る
方 

◆
申
込
期
限 

①
就
職
支
度
・
就
学
支
度
＝
1
月

下
旬 

②
修
学
＝
随
時
（
た
だ
し
、
3
月

中
旬
以
降
の
申
し
込
み
は
、
貸

付
金
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
。
） 

 

◆
貸
付
金
の
初
回
交
付
予
定
日 

申
し
込
み
を
さ
れ
た
月
の
翌
々

月
の
下
旬 

◆
そ
の
他 

①
貸
し
付
け
に
は
、
連
帯
保
証
人

が
必
要
と
な
る
な
ど
の
条
件
や

審
査
が
あ
り
ま
す
。 

②
母
子
お
よ
び
寡
婦
の
方
を
対
象

と
し
た
貸
付
制
度
に
は
、
他
に

事
業
開
始
・
事
業
継
続
・
医
療

介
護
・
技
能
習
得
・
生
活
・
転

宅
・
住
宅
・
結
婚
・
特
例
児
童

扶
養
に
対
す
る
貸
付
金
が
あ
り

ま
す
。 

詳
し
く
は
、
児
童
課
へ
ど
う
ぞ
。 

平
成
19
年
度
（
平
成
19
年
4
月

か
ら
）
に
保
育
園
の
入
園
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
左
表
の
日

程
で
、
入
園
申
し
込
み
の
受
け
付

け
（
面
接
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
込
書
と
必
要
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
お
子
さ
ん
同
伴
で
ご
来
園
く

だ
さ
い
。 

な
お
、
申
込
書
な
ど
は
、
以
前

に
入
園
希
望
調
査
票
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
事
前
に
お
送

り
し
て
あ
り
ま
す
が
、
入
園
希
望

調
査
票
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

や
、
提
出
さ
れ
て
も
申
込
書
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
児
童
課
ま
た

は
、各
保
育
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 



年
末
・
年
始
の
こ
の
時
期
、
子
ど
も
た

ち
も
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
許
さ

れ
、
一
家
で
不
規
則
な
生
活
に
な
っ
て
い

る
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
 

「
第
4
回
21
世
紀
出
生
児
縦
断
調
査
」

に
お
い
て
、
調
査
対
象
で
あ
る
3
歳
6
カ

月
の
子
た
ち
は
、
１
年
前
で
午
後
10
時
以

降
に
寝
る
割
合
が
43
・
8
％
で
し
た
が
、

今
回
は
37
％
に
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

対
象
児
の
ほ
ぼ
半
数
が
保
育
園
・
幼
稚
園

の
年
少
の
入
園
年
齢
に
達
し
た
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
登
園
時
刻
が
決
ま

っ
た
こ
と
で
逆
算
的
に
朝
食
・
起
床
・
就

寝
時
刻
が
早
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

一
方
、
こ
の
10
時
以
降
に
寝
る
子
の
割

合
は
、
全
体
で
は
減
っ
た
も
の
の
、
母
の

労
働
時
間
別
で
み
る
と
、
母
親
が
長
時
間

労
働
に
な
る
ほ
ど
、
就
寝
時
間
が
遅
い
子

の
割
合
は
高
く
な
り
ま
す
。（
下
図
）し
か
し
、

こ
の
関
係
性
は
、
父
の
場
合
は
当
て
は
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
結
果
に
、
母
が

遅
く
に
帰
宅
し
、
食
事
の
支
度
な
ど
慌
た

だ
し
く
過
ご
す
様
子
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
果
も
共
働
き
家
庭
の
増
加

に
、
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
に
な
っ

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

家
の
中
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
外
で
は
遅
く
ま
で
営
業

し
て
い
る
お
店
が
あ
り
、
大
人
も
眠
ら
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
子
ど

も
が
眠
ら
な
く
な
る
の
も
当
然
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
寝
る
子
は
育

つ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
睡
眠
中
は
成

長
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
分
泌
さ
れ
る
そ
う
で

大
切
な
時
間
で
す
。
 

一
日
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
良

い
目
覚
め
を
し
た
い
で
す
ね
。
年
の
初
め

に
あ
た
り
家
族
の
健
康
を
願
わ
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
早
寝
早
起
き
」

を
目
標
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 



現
在
、
土
岐
市
に
お
い
て
年
間
約
2
千

件
も
の
救
急
出
動
件
数
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
心
肺
停
止
状
態
（
心
臓
も
呼
吸
も
し
て

い
な
い
状
態
）
の
救
急
出
動
は
約
1
0
0

件
あ
り
ま
す
。
 

心
肺
停
止
状
態
の
市
民
に
、
救
急
隊
は

常
に
少
し
で
も
多
く
の
人
を
救
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
救
急
隊
員
や
救
急
救

命
士
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
や
チ
ュ
ー
ブ

を
使
用
し
た
気
道
確
保
な
ど
、
高
度
な
処

置
を
行
う
活
動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

法
改
正
に
伴
い
医
師
に
し
か
で
き
な
か
っ

た
気
管
挿
管
や
薬
剤
投
与
が
認
め
ら
れ
、

そ
れ
に
伴
い
当
市
で
も
、
挿
管
や
薬
剤
が

施
せ
る
救
急
救
命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

薬
剤
投
与
と
い
う
の
は
、
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
心
臓
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
薬

を
投
与
し
て
頑
張
れ
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

あ
げ
る
こ
と
で
す
。
応
援
さ
れ
た
心
臓
は
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

動
き
出
す
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
 

し
か
し
、
い
く
ら
救
急
救
命
士
が
気
管

挿
管
や
薬
剤
投
与
を
し
て
も
、
素
早
い
心

肺
蘇
生
法
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼

吸
）
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
 

そ
れ
が
で
き
る
の
は
、
救
急
隊
で
は
な

く
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
し
か

い
ま
せ
ん
。
 

皆
さ
ん
の
手
で
『
救
命
の
輪
』
を
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。
 

※
気
管
挿
管
と
薬
剤
投
与
は
、
い
ず
れ
も

医
師
の
指
示
の
も
と
実
施
で
き
る
た
め
、

場
合
に
よ
っ
て
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 



詳
し
く
は
、水
道
課（
内
線
1
2
2
・
1
2
3 

）へ
ど
う
ぞ
。 

スーパーやコンビニエンスストアで買い物をする
ときにレジ袋をもらわなくて済むよう、自前の買い
物袋（マイバッグ）を持ち歩こうという取り組みの
ことをいいます。 
レジ袋を使わないことで、レジ袋の原料となる化
石燃料（石油）を節約できるだけでなく、使った後
にゴミとなったレジ袋を燃やす時の大気汚染や温室
効果ガスの排出を防止することもできます。 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

初釜　平成19年亥年元旦 
あけましておめでとうございます。 
今年の御来光は、いかがでしたでしょうか。すべ

ての人々に平等に降り注ぐ、元旦の初日の出を市民
の皆さまは、どのようなお気持ちで迎えられました
か。この一瞬だけは、子どものころと変わらぬ感動
を覚えることと存じます。初詣で・門松・雑煮・お
年玉など、新春を祝う行事でいっぱいです。 
茶の湯においても、また楽しい行事があります。

初釜といって、新年を祝っておのおのの茶家で催さ
れる正月に初めてかける釜で、けいこ始め、点前初
めなどともいい、めでたいもの、干支、御題、春ら
しいものとを取り合わせて催されます。わが家にお
いても、私が茶をたてて、家族や来訪者に振る舞う
ようにしています。 
一年の計は元旦にあり。皆さまの計画は、いかが

でしょうか。今年も無事で過ごせるよう、市民の皆
さまと共にお茶を楽しみたいものです。本年も暮雪
庵月釜をよろしくお願い申し上げます。 
 一口メモ（流派によって異なることあり） 
表具（表装） 
書画の保存・鑑賞のために裂

地や紙などを補って、掛軸・額・
屏風・襖などに仕立てたもの。
室町時代以降、鑑賞が盛んになり、
各種の技法が考察され江戸時代
に入り完成した。様式に「　補
（真）・幢補（行）・輪補（草）」
の　3　種類がある。輪補は、茶室
の掛物に多く用いられている。 

きれ 

ひょうぼう 

しん ぎょう どうぼう 

ふすま びょうぶ 

りんぼう そう 

横物（行） 



【作り方】　ニンジンは皮をむき、千切り、玉ネギはくし形に、
糸こんにゃくは、塩もみをしてボイルし、カットします。　エノキ
茸は1／2カット、冷凍グリンピースは、ボイルしておきます。　鍋
に炒め油をひき、牛肩薄切り肉をいため、玉ネギ・ニンジン・糸こ
んにゃくを入れていためていきます。　調味料を加え、ことことと
煮ます。エノキ茸・ボイルしたグリンピースを加え、さらに煮ます。
丼にごはんを盛り、牛丼をかけていただきます。煮汁が少しあるほ
うが食べやすいです。 
牛丼煮？と聞きなれない献立名ですが、牛丼の字のように丼（ど

んぶり）に入れてこそ、牛丼であり、給食では丼の器がないため、
牛丼煮としています。 

【作り方】]ダイコン、ニンジンを　4　×　5　程度の長さの薄い短冊
切りにします。]昆布を水にさっとつけ、やわらかくして、くるく
る巻き、　5　mm程度の巾に切り、広げ、　4　cm程度の短冊にします。
油揚げも薄く切ります。全部の材料を合わせ、色合いをみます。（お
正月用には、レンコンを加えます）]調味料を煮立て、]の材料を
入れて煮込みます。煮汁がなくなり、しゃきしゃき感があれば出来
上がりです。 
煮合えは、この地方の郷土料理です。お正月料理には、この煮合
えが食卓に載ることでしょう。 

Ｆ
Ｂ
Ｃ
（
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ

ン
ク
ー
ル
）
に
参
加
し
始
め
て
37
年
。
今

ま
で
に
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
な
ど
数
々
の

輝
か
し
い
賞
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
春
花
壇
と
秋
花
壇
を
作
り
続
け
て

い
ま
す
が
、
種
ま
き
か
ら
行
う
た
め
、
そ

の
苦
労
は
大
変
で
す
。
し
か
し
、
担
当
す

る
高
学
年
の
児
童
は
、
面
倒
が
る
ど
こ
ろ

か
、
発
芽
で
の
発
見
、
成
長
し
て
い
く
喜

び
、
花
壇
基
礎
作
業
の
成
就
感
、
定
植
時

の
期
待
、
開
花
の
喜
び
、
水
や
り
な
ど
の

地
道
な
世
話
、
そ
し
て
、
美
し
い
花
壇
の

完
成
に
対
す
る
誇
り
…
と
、
そ
の
取
り
組

み
の
苦
労
を
む
し
ろ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

今
回
の
秋
花
壇
は
、

「
星
空
の
上
」
が
テ
ー

マ
で
し
た
。
土
星
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
花
壇
の
た

め
、
春
花
壇
を
基
礎
か

ら
大
幅
に
変
更
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
を
漆
黒
の
宇
宙

に
見
立
て
る
た
め
に
徹
底
し
て
雑
草
を
撤

去
し
、立
体
的
に
す
る

た
め
、半
球
体
に
多
量

の
土
を
盛
り
上
げ
、

さ
ら
に
リ
ン
グ
状
に

高
畝
を
施
し
ま
し
た
。

学
校
林
の
間
伐
材
を

利
用
し
、ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
を
強
調
す
る
行
程

で
は
、
パ
ズ
ル
感
覚
で
楽
し
く
作
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
開
花
時
の
株
の
張
り
具

合
に
気
を
付
け
な
が
ら
慎
重
に
定
植
し
、

暑
い
夏
休
み
に
は
、
毎
日
水
や
り
当
番
や

株
の
成
長
を
よ
く
す
る
た
め
の
花
摘
み
を

し
ま
し
た
。
夏
の
暑
さ
が
や
や
和
ら
ぎ
始

め
た
こ
ろ
、
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な
美
し

い
秋
花
壇
が
見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て

取
り
組
ん
で
完
成
さ
せ
る
活
動
に
は
、
愛

着
を
持
ち
、
数
々
の
感
動
や
知
恵
や
工
夫

を
学
び
取
る
も
の
で
す
。
そ
の
財
産
は
、

町
内
の
各
地
区
で
も
同
じ
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
秋
花
壇
作
り
に
も
生
き
て
い
ま

す
。
卒
業
生
で
あ
る
親
さ
ん
の
中
に
は
、

自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
大
賞
を
受

賞
し
た
時
の
華
や
か
な
様
子
を
懐
か
し
く

話
さ
れ
る
方
も
み
え
ま
す
。
今
後
も
、
ず

っ
と
ず
っ
と
鶴
里
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
町
を
美
し
く
彩
り
続

け
ま
す
。
 

 

ＦＢＣ秋花壇コンクール 
中部善意銀行賞受賞 



 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 
 
　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者 
 
 
妊婦と夫 
 
 

市民 
 
 
不眠・ふさぎ込み・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 

　1　月26日（金）
 

  
　1　月29日（月） 
 
 

　1　月31日（水）  
 
 
　2　月　4　日（日） 
 
 

　1　月24日（水）  
 

　1　月23日（火）  

　1　月26日（金） 

午前10時～11時30分 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 

午後　1　時～　3　時30分  
 
 
午後　1　時～　3　時 
 

午後　1　時15分～　2　時  

午後　1　時15分～　2　時30分  
 

午後　1　時～　3　時 

 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 

東濃保健所  

保健センター 

 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
定　員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
定　員：20組 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。 
血圧測定 
尿検査など 

歯みがき指導も行います。  

要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター 

 
　1　月19日（金）  
 

　1　月25日（木） 

 
16歳以上69歳以下の方 
65歳以上は、60～
64歳の間に献血経
験のある方 

午前10時～11時30分 
 
午後　1　時～　3　時 
 
午前10時～午後　3　 

土岐美濃焼卸
センター 
ポリテクセンター
岐阜 

三起屋 

 
 
持ち物：献血手帳または、

献血カード 

 

第　1　期 
平成18年　1　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
第　2　期  
平成12年　4　月　2　日～平
成13年　4　月　1　日生まれ
のお子さん 
予防接種法以外で市が
実施する予防接種 
①平成13年　4　月　2　日～
平成16年　3　月31日生ま
れのお子さん 
②平成12年　4　月　1　日以
前に生まれた　7　歳半未
満のお子さん 

平成18年　4　月の予防接種法改正以前の麻しん、風しん予防接種の対象者【　2　歳以上　7　歳半未満
（ただし、今年度第　2　期対象者は除く）】で、何らかの理由により、平成18年　3　月31日までに接
種できなかったお子さんは、お申し込みにより接種することができます。 
ただし、法律による予防接種ではありませんので、詳しくは、保健センターへお問い合わせく
ださい。 

　1　．麻しんまたは、風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けたこと
がないお子さんは、　1　月15日（月）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　2　月からですが、　1　月25日（木）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予
約してください。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の予防
接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへお問い
合わせください。 

予防接種法の改正により、来年度、小学校入学予定のお子さんにつきましては、第　2　期として、
麻しん、風しんの予防接種を実施することになりました。詳しいことは、個別にて案内しまし
たが、案内が届かない場合は、保健センターへお問い合わせください。 

思春期は、将来に向かって夢を抱きつつ、何事にもエネルギッシュに打ち込めるときです。一方、夢と現実と
のギャップなどで思い悩むことも多くあります。近年は、情報がはんらんし、性意識・性行動が変化しており、
思春期の子どものこころや体の問題が増加しています。東濃地域においても、思春期の子どもに関する事件･問
題が起こり、全国ネットで報道されるなど、思春期の子どもたちへの支援の必要性を痛切に感じます。 
輝かしい未来ある思春期の子どもたちへ、周りの大人はどう支援したらいいでしょうか。より良い支援方法を

探るために講演会を開催します。多数の方の参加をお待ちしています。 

申し込み方法など詳しくは、東濃保健所健康増進課（　○23　1111・内線363）へどうぞ。 



●特定粉じん作業従事者特別教育講習会 

◆日時　　1　月18日（木）午前　9　時30分～
午後　4　時30分（受け付け＝午前　9　時15
分～） 
◆場所　セラトピア土岐・　3　階大会議室 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　5,500円（テキスト代・昼
食代含む。会員は、テキスト代のうち
500円を補助） 
◆締め切り　　1　月12日（金） 
●現場監督者・職長等安全衛生教育 

◆日時　　1　月24日（水）・25日（木）の
　2　日間、午前　9　時～午後　5　時（受け付
け＝午前　8　時45分～） 
◆場所　美濃焼卸センター（多治見市
旭ヶ丘10-6） 
◆定員　72人（先着順） 
◆受講料　9,400円（テキスト代含む。
会員は、テキスト代のうち500円を補
助） 
◆締め切り　　1　月16日（火） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労

働協会へどうぞ。 
 
 
 
 
 
 
織部の特徴を桃山時代という新しい

時代を象徴するやきものとして捉え評
価するとともに、多彩な織部の世界と
生産の様相を合わせて展覧します。 
◆会期　　2　月18日（日）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
※20人以上の団体は、割引制度有り 
◆会期中の休館日　毎週月曜日、　1　月
　9　日（火）・10日（水）・　2　月13日（火）・
14日（水）　※年始は　1　月　7　日（日）よ
り開館します。 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分 
※入館は　4　時まで 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 

市では、下記の通り成人式典を開催
します。対象となる方には、12月初旬
に案内状を発送していますが、案内状
のない方でも、当日受け付けできます。 
◆日時　　1　月　8　日（月・祝）午前10時
30分～（受け付け＝午前10時～） 
◆場所　文化プラザ・サンホール 
◆対象　昭和61年　4　月　2　日～昭和62
年　4　月　1　日生まれの方 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 
岐阜労働局では、県下19カ所に国

有地（宿舎跡地）を保有しており、
国有財産の有効活用を図るため、毎
年入札を実施しています。今年度は、
　2　月15日（木）・16日（金）に行います
ので、ぜひご参加ください。 
詳しくは、岐阜労働局総務課会計

第　3　係（内線131・133）へどうぞ。 

★利用するには、まず登録が必要で
す。入会を希望される方は、電話予
約の上、お越しください。 
★当センターでは、活動中の事故に
備え、「会員傷害保険」、「賠償責
任保険」、「児童傷害保険」の　3　つ
の保険に加入しています。補償保険
の保険料については市が負担します。 

◆日時　　2　月25日（日）　①甲種・乙
種第　4　類＝午前10時～　②第　4　類以
外の乙種・丙種＝午後　1　時30分～ 
◆場所　多治見工業高等学校 
◆申し込み　　1　月11日（木）～19日（金）
に、市消防本部または、南消防署に備
え付けの願書に必要事項を記入の上、
お申し込みください。 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 
 
 
次の皆さんからご寄付をいただきま

した。温かい善意ありがとうございま

した。 

■肥田中学校に　昭和40年度厄年会様＝
体育大会用テント　1　張（15万円相当） 
■恵風荘に　陶都信用農業協同組合様＝
精米100kg 
■福祉のために　　土岐市理容組合様＝
金57,000円　　岐阜県陶磁器デザイナー
協会様＝金　2　万円　　（株）志野・織部
様＝金346,700円 

詳しくは、市役所児童課内ファミリー・サポート・センター（内線163）へどうぞ。 

①会員登録 
②利用申し込み 

①会員登録 
③援助活動の依頼 

④事前打ち合わせ 
⑤援助活動 
⑥報酬の受け渡し 



文部科学省所管の（財）国際青少年
研修協会では、国際性を養うことを目
的とした、海外派遣事業の参加者を募
集しています。 
●高校　3　年生から大人のための冬期海

外派遣 

◆内容　ホームステイ、語学研修、異
世代交流、教育現場見学、ボランティ
ア体験、文化交流会、地域見学など 
◆派遣先　アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、カンボジア 
◆対象　高校　3　年生～大人 
◆参加費　285,000円～360,000円 
（共通経費は別途） 
◆締め切り　　1　月15日（月） 
●小学生から高校生のための春休み海

外派遣 

◆内容　ホームステイ、学校体験、英
語研修、ボランティア、文化交流、野
外活動、地域見学など 
◆派遣先　オーストラリア、ニュージ
ーランド、カナダ、イギリス、アメリ
カ、フィジー、中国 
◆対象　小学校　3　年生～高校　3　年生 
◆参加費　248,000円～350,000円 
（共通経費は別途） 
◆締め切り　　2　月　5　日（月） 
問い合わせ・申し込みなど詳しくは、

（財）国際青少年研修協会（　03-3359-
8421）へどうぞ。 

第53回土岐市民総合体育大会冬季大
会のスキー競技および、スケート競技
を、次の通り開催します。 
●スキー競技 

◆日時　　1　月28日（日）午前　8　時現地集
合 
◆場所　モンデウス位山スキー場 
◆種目　　ジャイアントスラロームの
部　　スノーボードの部 
◆申し込み　各町の体育協会または、
市スキー協会・塚本恵二さん（　○59　
8620）へお申し込みください。 
●スケート競技 

◆日時　　2　月10日（土）午後　5　時開会式
（受け付け＝午後　4　時30分～） 
◆場所　クリスタルパーク恵那スケー
ト場 
◆種目　スピード競技（　3　種別13種目） 
※ジュニア（小中学生男女）の競技は、
オープン参加 
◆申し込み　各町の体育協会または、
市スケート協会・水野義信さん（　○55　
3457）へお申し込みください。 
詳しくは、スポーツ振興課へどうぞ。 
 
 
 
 
あすなろ家庭通信学級では、下記の

通り「あすなろ冬季スクーリング」を
行います。子育て奮闘中の学級生や子
育てに悩みをお持ちの方、講師を囲ん
で悩みを解決しましょう。 
◆日時　　2　月　9　日（金）午前10時～正午
（受け付け＝午前　9　時30分～） 
◆場所　セラトピア土岐・和展示室　 
◆講師　伊東信彦先生（中京短期大学
教授）、布施佐代子先生（同大学助教授） 
◆申し込み　　1　月31日（水）までに、生
涯学習課ヘお申し込みください。 
★当日、参加者のお子さんの世話をす
る託児ボランティアがあります。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 

◆日時　　3　月　2　日～30日の毎週金曜日、
午前10時～11時30分（全　5　回） 
◆場所　保健センター・　4　階大研修室
◆対象　65歳以上の方（健康のため、
生活の中に軽い運動を取り入れたい方） 
◆定員　20人（先着順） 
◆内容　　健康に関するテーマ別の講
話　　健康チェック（血圧測定など）
　体操の紹介と指導（専門指導員） 
◆参加費　無料（送迎無） 
◆申し込み先　福祉課高齢者係 
◆締め切り　　2　月15日（木） 
※現在、医療機関にかかっている方は、
お断りする場合があります。 
詳しくは、福祉課高齢者係へどうぞ。 
 
 
 
 
市図書館と土岐郵便局では、新春恒

例の「年賀状展」の展示作品を募集し
ます。力作や傑作、ユニークな年賀状
など、見て楽しい年賀状を図書館また
は、市内の郵便局へお寄せください。 
◆展示期間　　1　月12日（金）～21日（日） 
◆場所　市図書館 
◆締め切り　　1　月10日（水） 
※なお今年は、共催事業として「岐阜
県の郷土玩具展」を加藤隆一さん（下
石町）のご協力により、　1　月　5　日（金）～
14日（日）に開催します。 
詳しくは、図書館または、土岐郵便

局（　○54　5724）へどうぞ。 
 
 
 
 
市内の郵便局では、書き損じなどで

不要となった郵便はがきを募集してい
ます。 
切手に換え、市社会福祉協議会へ寄

付させていただきます。 
◆受付場所　市内郵便局窓口 
◆締め切り　　1　月26日（金） 
詳しくは、市内各郵便局へどうぞ。 



発行：土岐市役所（　0572　1111） 
編集：秘書広報課広報広聴係（内線186） 

東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


